
　

古
来
よ
り
続
く
信
仰
や
修
行
な
ど
の
山
登

り
と
区
別
し
て
、
探
検
や
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の

山
登
り
は「
近
代
登
山
」と
言
わ
れ
ま
す
。「
日

本
近
代
登
山
の
父
」
と
称
さ
れ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

ウ
ェ
ス
ト
ン
が
初
め
て
松
本
に
至
り
、
槍
ヶ
岳
を

目
指
し
た
の
は
明
治
24
年（
１
８
９
１
）の
こ
と
。

そ
れ
か
ら
14
年
後
の
明
治
38
年（
１
９
０
５
）、

ウ
ェス
ト
ン
の
助
言
で
日
本
初
の
山
岳
会（
の
ち

の
日
本
山
岳
会
）が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
近
代

登
山
の
黎
明
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
未

知
の
世
界
だ
っ
た
３
０
０
０ｍ
級
の
日
本
ア
ル
プ

ス
の
荘
厳
な
風
景
が
発
見
さ
れ
始
め
る
と
、
山
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Art Exhibition Guide
展覧会情報　大島 武（当館学芸員）

　

先
日
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
し
て
い
る
川
端
康
成
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
い
っ
た
。
川
端
独
特

の
審
美
眼
で
蒐あ

つ

め
ら
れ
た
美
術
骨
董

品
を
中
心
に
、
私
生
活
に
お
け
る
初

公
開
の
書
簡
、
著
作
に
係
る
資
料
等

が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
国
宝
指
定
の
浦

上
玉
堂
《
凍と

う

雲う
ん

篩し

雪せ
つ

図ず

》や
池
大
雅
・

与
謝
蕪
村
《
十

じ
ゅ
う
べ
ん便・
十じ
ゅ
う
ぎ宜
図ず

》の
迫
力

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
埴
輪
の
古

代
少
女
の
う
つ
ろ
な
ま
な
ざ
し
、
は
た

ま
た
前
衛
作
家
・
草
間
彌
生
が
無
名

少
女
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
息
を
呑
む
よ
う

な
感
性
の
水
彩
、
古
賀
春
江
の
幻
想
、

等
々
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
心
に
深
く
響

い
て
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
若

い
こ
ろ
の
恋
愛
に
係
る
書
簡
、
特
に
川

端
が
少
女
に
宛
て
た
青
い
イ
ン
ク
の
便

箋
か
ら
は
、
せ
つ
な
い
ほ
ど
の
熱
情
が

伝
わ
っ
て
き
た
。

　

だ
が
、
私
を
こ
の
展
覧
会
へ
向
か
わ

せ
た
き
っ
か
け
は
、
実
は
川
端
の
小

説
に
絡
む
記
憶
か
ら
の
興
味
で
あ
っ

た
。
以
前
、
茶
に
関
わ
る
書
籍
の
紹

介
を
し
て
い
た
と
き
、『
千
羽
鶴
』
を

取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
全
篇
に

日
本
の
伝
統
美
で
あ
る
茶
道
具
・
茶

の
世
界
を
背
景
と
し
て
映
し
、
そ
こ

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
物
語
、
情
欲
や

死
の
影
ま
で
ま
と
っ
た
生
々
し
い
人
間

関
係
を
、
耽
美
的
に
描
い
た
作
品
だ
。

　

小
説
の
そ
こ
こ
こ
に
志
野
焼
の
茶

道
具
が
登
場
し
、
陶
の
肌
の
え
も
い
わ

れ
ぬ
感
触
が
描
写
さ
れ
る
の
だ
が
、同

時
に
、そ
こ
に
は
こ
の
上
な
い
エ
ロ
チ
シ

ズ
ム
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
伝
え

て
い
る
。
愛
人
の
息
子
と
関
係
す
る

妖
艶
な
未
亡
人
の
遺
し
た
志
野
茶
碗

に
は
、
夫
人
の
口
紅
の
あ
と
が
古
び
た

血
の
色
め
い
て
染
み
つ
い
た
か
に
思
え

る
景
色
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
母
の
罪

を
負
い
な
が
ら
同
じ
男
性
と
関
係
す

る
娘
の
手
に
よ
っ
て
粉
々
に
砕
か
れ
る

…
。

　

茶
道
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
私

に
と
っ
て
は
、少
な
か
ら
ず
驚
き
を
覚

え
る
川
端
の
茶
道
具
へ
の
ま
な
ざ
し
が

あ
っ
た
。

　

展
覧
会
場
に
、
や
は
り
志
野
茶
碗

は
あ
っ
た
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
越
し
の
加

藤
唐
九
郎
作
碗
に
、
思
わ
ず
口
紅
の

あ
と
を
さ
が
し
て
い
た
。

眼の果て
細萱 禮子（当館学芸員）

　世界の造形美術の歴史で最初に「山」を主題としたのは古
代中国だろう。漢時代の金工「博

はく

山
ざん

炉
ろ

」は仙人の住む山に見
立てた香炉で、煙が立ちのぼると山が生き物のごとく呼吸するよ
うに見えるしかけだ。中国人の思考では山の中で現実世界が裏
返る。小さな洞に迷い込むと、そこが不老不死の仙人と空想の
動物たちが遊ぶ幻想世界だったりする。掌に載りそうな小さな香
炉が無限の連想を誘う道具となるのだ。彼らの山岳への思いは
半端なものではない。北宋時代の水墨山水図では、気が遠くな
るほど高く深い山々が描かれていた。
　日本古代の自然観、宗教観にもこうした山岳思想の一端は見
え隠れする。今も続く山岳修験道があり、平安初期の仏教寺院
は人里離れた幽

ゆう

邃
すい

な場が選ばれた。
　だがその頃日本で描かれた山の絵は中国の水墨山水図とず
いぶん違っている。古都大和の地を歩くと、椀を伏せたような
低い山並みが霞の上に浮かんでいるのが懐かしく感じられるが、

「やまと絵」に描かれたのはそんな風景だ。ひとつ例をあげる

ならば《信
し

貴
ぎ

山
さん

縁
えん

起
ぎ

絵巻》全三巻の内「尼
あま

公
ぎみ

の巻」がよい。
奇跡譚

たん

で知られる奈良朝
ちょう

護
ご

孫
そん

子
し

寺
じ

の行者・命蓮の姉が信濃国
から大和の弟をたずねて山路をただ歩く旅行記。他の二巻と違
い何の奇跡も起こらないのだが、見る者に忘れられない印象を
残すのは、里人の生活の延長にある山々が光に包まれ浄化され
て何とも美しく描かれているからだろう。この絵巻の主人公は終
始この山 な々のだ。

山の絵あれこれポルカ
ドット号

探 検 記

《信貴山縁起絵巻》「尼公の巻」より　信濃路を行く尼公　平安時代後期　朝護孫子寺

松本市美術館館長　小川 稔

第 14回

◇松本バスターミナルからアルピコ交通バス・横田信大循環線5分［松本市美術館］下車
◇ＪＲ松本駅からタウンスニーカー（市内周遊バス）東コース14分［松本市美術館］下車
◇ＪＲ松本駅から徒歩12分　　　◇長野自動車道松本インターチェンジから車で15分

〒390-0811 長野県松本市中央 4-2-22　TEL0263-39-7400　FAX0263-39-3400

松本市美術館 news
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岳
美
に
憑つ

か
れ
た
画
家
た
ち（
大
下
藤
次
郎
、

丸
山
晩
霞
、
吉
田
博
、
中
村
清
太
郎
、
茨
木

猪
之
吉
、
石
井
鶴
三
、
足
立
源
一郎
、
五
百
城

文
哉
、
石
崎
光
瑤
、
武
井
真
澂
ら
）が
新
た
な

色
彩
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
彼
ら
は
自
ら

山
深
く
分
け
入
り
、
肌
で
感
じ
た
大
気
の
潤
い

や
匂
い
、
霊
気
さ
え
も
描
き
留
め
よ
う
と
し
ま

し
た
。

　

本
展
で
は
、
そ
れ
ら
明
治
後
期
以
降
の
岳

人
画
家
や
、
登
山
が
大
衆
化
す
る
の
に
合
わ
せ

て
生
ま
れ
る
多
様
な
表
現
の
作
品（
安
井
曾
太

郎
、小
島
善
三
郎
、東
山
魁
夷
、古
賀
春
江
ら
）、

46
作
家
１
２
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

登
山
が
万
人
の
趣
味
と
な
り
写
真
や
映
像

技
術
が
発
達
し
て
い
る
現
代
は
、
美
し
い
山
岳

風
景
を
身
近
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
当
時
の
感
動

が
込
め
ら
れ
た
作
品
の
数
々
よ
り
、
山
の
魅
力

の
原
点
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
展
覧
会
で
す
。

山
の
絵
の
は
じ
ま
り

2016年7月16日［土］ ▼9月4日［日］　　

　　　　前期展示 7月16日～8月7日　後期展示 8月9日～9月4日　※作品保護のため、会期中に展示替えがあります

〈開館時間〉9：00～17：00（入場は16：30まで）　※ 8月11日 [木・祝] は19：00 まで延長（入場は18：30まで）

〈休 館 日〉7月19日 [火]・25日 [月]　※ 8月8日 [月] は展示替えのため、本展覧会のみ閉室

〈観 覧 料〉大人1,000円、大学高校生・70歳以上の松本市民 600円
　　　　　　※20名以上の団体は各100円引き　※中学生以下無料、障害者手帳携帯者とその介助者 1 名無料

〈リピート割引〉大人 600円、大学高校生・70歳以上の松本市民 300円　※ 2 回目以降の観覧料、要半券呈示、他の割引との併用不可

主催 松本市美術館　共催 abn 長野朝日放送・信濃毎日新聞社・市民タイムス・松本平タウン情報　協力 公益社団法人 日本山岳会・一般財団法人 全国山の日協議会・長野県山岳協会・一般財団法人 松本市芸術文化振興財団　企画協力 yab 山口朝日放送

安井曾太郎《秋の霞沢岳》昭和13年（1938）長野県信濃美術館蔵

古賀春江《夏山》昭和 2 年（1927）愛知県美術館蔵

大下藤次郎《穂高山の麓》明治40年（1907）東京国立近代美術館蔵

吉田博《槍ヶ岳》（部分）制作年不詳　個人蔵

山の日
制定記念



んでもらったり、展覧会タイトルも考えてもらったりという
楽しい試みも所蔵者の田口氏のご協力により実施することができた。
本作は、「　　　　」に出品された 1 点。松本市出身の彫刻家・

飯沼英樹によるもので、展覧会終了後、当館に寄託されることと
なり、現在、3 階美術情報図書室北側に展示している。

　現
い

在
ま

を生きる飯沼が刻むのは、やはり現
い

在
ま

を生きる女
性の姿。煌

きら

びやかな衣装を身に纏
まと

い、最先端のメイクで
武装したモデルたち。飯沼はファッション誌の一枚の

写真からインスピレーションを得て、被写体の内面ま

堀井 真美（当館学芸員）

身
ア
近
ー
な
ト く も 、 も く も く

　遠くを見渡せば、空は青々とさえわたり、険しく

も美しい山並みが広がるここ「松本」―。誰もが

見惚れるこの山の風景を眺めていると、山のとん

がりに白い雲がいたずらっぽくひっかかっていた。

これでは山の形が良く見えないではないか！ と思う

半面、この神出鬼没、変幻自在な雲をなかなか憎

むことができない。

　もくもくと立ち昇る雲、ふーっと息をふきかけら

れたかのように流れて霧散する雲、ぽぽぽぽぽっ

と広がる雲、光を反射して彩り豊かな雲―。さま

ざまな雲が組み合わさり、織り重なって、まるで大

きなキャンバスに描かれた絵画のよう。さらに、常

に移り変わっていくさまは絵巻物のようにも思う。

心弾ませ眺める私に、そんなことはおかまいなし

と、すーっと線を引く飛行機にも笑みがこぼれる。

飯沼英樹
　《Flamboyance Vanity》

作　者：飯沼英樹（1975 年～）
作品名：Flamboyance Vanity
データ：2011 年　木（ヒノキ）、彩色
サイズ：130.0 × 180.0 × 70.0cm
ⓒ HIDEKI IINUMA
タグチ・アートコレクション（田口弘氏）寄託 《Matilda》2014年

《Flamboyance Vanity》2011年

■シルクスクリーンで散歩グッズを作ろう！
　 4月29日（金・祝）
　トートバッグに思い思いにプリントして、オリ

　 ジナルの散歩グッズを作りました！

■はぐくむ工芸　子ども椅子展
　 4月30日（土）～5月5日（木・祝）
　 芝生の広場に子ども椅子が大集合！ かたちも

　 素材も座り心地も様 ！々！

■「美を繕う～ 陶磁器の修復体験」
　 4月27日（水）・28日（木）
　 人気の修復体験！ 陶磁器の修復について学び

　 つつ、　欠けてしまった湯飲みやひび割れたお

　 皿を金継ぎで修復しました。

※申し込み・問合せは、美術館（℡ 0263-39-7400）へ。美術館 HP にも詳細を順次掲載中です。

新緑の季節は「バーナード・リーチ展」、「工芸の五月」に合わせた
ワークショップやイベントで“くらしの美”を体感しました。

中澤 聡（当館学芸員）

　 2 年前の夏、東京都在住の実業家・田口弘氏の現代
アートコレクションを紹介した展覧会「　　　　」を開催

した。松本市内の小学生にアンケートで見たい作品を選

飯沼英樹展　闘ウ女神タチ
会　期：平成28年9月17日（土）～11月27日（日）
休館日：月曜日（祝日の場合は次の平日）
料　金：大人800円、70歳以上の松本市民 600円
　　　　※学生無料、障害者手帳携帯者とその介助者1名無料
　　　　※団体割引、リピート割引あり

でも彫りあげる。《Flamboyance Vanity》を直訳すれば「華麗なる虚
栄心」か。他者の視線を強く意識し、なお自らを奮い立たせる女性。垣間
見えるのは強かさと葛藤、さらに先にある気高さ。飯沼が表現しようとしてい
るのは、その刹那の神性であろうか。
　今秋、当館では飯沼英樹の全貌をご紹介するはじめての展覧会「闘ウ女神タチ」（９月17日～11月27日）
を開催する。飯沼は本展に向けて、新たな作品に挑み続けている。あと２ヶ月。どんな作品が生まれる
のか？ どんな展示になるのか？ お楽しみに！　　　　　　　　　　　　　　　　　澁田見 彰（当館学芸員）

ミュージアムショップ

イチオシはこれっ！
登山のお供と言えばコーヒー！ ミュージアム
ショップでは企画展「遥かなる山」開催中、展

覧会オリジナルコーヒーを販売し
ます。袋越しでも漂う芳
香 ･･･。味わい深いコク
が 特 徴です。山々の 絵
を楽しんだ後の一杯に
いかがですか？

コーヒー（ドリップ）
1 袋 180円（税込）

記念トークショー
「山が教えてくれること」
日にち：8月28日（日）
対象：一般
申込受付：8月５日（金）から
写真家・石川直樹さんとモデル・KIK I

さんをゲストにお迎え！ 山での体験

などをお聞きしながら、山を描いた画

家の思いも探ります。

アートに挑戦
「はじめてのアクリル画」
日にち：７月18日（月・祝）
対象：小学生～大人
申込受付：好評につき受付は
　　　　終了しました
アクリル絵の具を使った美術入門講座。

カラフルな絵の具で思いきり描いてみま

しょう！

夏・秋のワークショップ・イベントのお知らせ

春のワークショップ・イベントレポート

イベント
企画展「遥かなる山」関連プログラム

あそ美じゅつ
「妖怪のいる風景を描こう」
日にち：8月４日（木）・５日（金）
　　　（雨天の場合4日のみ）
対象：中学生（小学校5・6年生も可）
申込受付：７月５日（火）
風景に隠れる“不思議な気配”をアーティストの

原良介さんと描いてみましょう。

銅版画基礎講座
日にち：９月11日（日）・18日（日）・25日（日）
　　　10月２日（日）（４回連続講座）
対象：一般　　申込受付：8月５日（金）から
ドライポイントとエッチング技法をじっくり学びます。初心者

大歓迎です！

企画展「遥かなる山」関連プログラム

ワーク
ショップ

ギャラリートーク
日にち：７月21日（木）・28日（木）
　　　8月18日（木）・25日（木）
対象：一般
申込受付：申込不要
担当学芸員が展覧会会場を一緒に回り、

展覧会の見どころをご紹介します。

「インスタント建築」
日にち：8月20日（土）
対象：幼児～大人（小学校低学年
　　 以下は保護者同伴）
申込受付：７月５日（火）から
美術館中庭の芝生ひろばに竹が出

現！ 色とりどりの紐を使って素敵な

空間をつくります。

はじめての
びじゅつかんさんぽ
探検！ びじゅつかん！
日にち：７月20日（水）
対象：２歳～６歳のお子さん
　　とその保護者
申込受付：７月５日（火）から
親子で美術館の色々なところを

探検！ 今回は草間彌生の世界

をめぐります。

イベント イベント
企画展「遥かなる山」関連プログラム ワーク

ショップ

ワーク
ショップ

ワーク
ショップ


